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Review of Economic Studies, Zeitschrift für Nationalökonomie が1930年以降に続々と創
刊され，Econometric Society のような国際学会も増え，数学と統計の知識を持つ日本
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日本で初めて知られるようになったこと，ケインズのThe Economic Consequence of 
Peace（1919）が石橋湛山によって要約され『東洋経済新報』に載ったことが紹介され
ている。また，第一次大戦後に日本の金本位制復帰が議論される中，ケインズの A 
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Barshay, The Social Sciences in Japan: The Marxian and Modernist Traditions（邦訳：
アンドリュー・E・バーシェイ著『近代日本の社会科学─丸山眞男と宇野弘蔵の射程』
NTT出版，2007年）が示唆するように，日本においてマルクス主義と近代主義は社会
科学としての経済学と政治学を発展させた二つの柱であったと考えられる。過去には社
会科学といえば直ちにマルクス主義を意味していた時代もあり，日本経済学史における
マルクス主義の影響は大きい。
　しかし1970年代を境に経済学は記述的分析から統計を使った実証分析が主流となっ
た。一見してそれは突然の変化のように見えるが，日本の経済学者にその知的基盤がな
ければそれほど急速な展開にはならなかったであろう。突然の変化のように見えるの
は，社会・政治・経済環境がそれを促したからだけではなく，もしや日本における数理
経済学や計量経済学の歴史を我々外国人研究者が十分理解していないためではないか。
現在の日本の経済学の展開を理解するためにも，我々はその歴史をより明らかにする必
要があり，本書は日本における数理経済学や計量経済学の展開を詳しく紹介することで
その役割を果たしている。
　本書は日本における数理経済学，計量経済学，ケインズ経済学の1962年までの展開を
分析しているが，それ以降の展開も含め，今後更なる研究成果が期待される。
